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近年、用途の拡大が進む汎用インバータで
は、制御性能の向上に加えて省エネルギー
（省エネ）や耐環境、予防保全・予知保全の
ニーズが高まっている。
開発した「FRENIC-MEGA（G2）シリー
ズ」は、高速な演算処理と独自のモータ制
御技術により従来よりも応答速度が約 2倍
になるなど、制御性能が向上している。ま
た、省エネを図るため PMモータに標準対
応した。さらに、トレースバック機能、内蔵
している半導体モジュールの寿命予報のメン
テナンス機能、冷却能力低下警報機能、カス
タマイズロジック機能を持ち、プリント基板
を JISや IECの Class 3C2の耐環境性能に
も対応した。これらの特徴により、品質の安
定化と生産性の向上を実現し、搬送機械や工
作機械、ファン・ポンプなどのさまざまな分
野で使用できる製品である。

高性能・多機能形インバータ
「FRENIC-MEGA（G2）シリーズ」

情報システムのクラウド化や電子商取引の
増加に伴い、大規模データセンター（DC）
が新設され、電気設備の大容量化や省エネル
ギー（省エネ）化が進められている。
富士電機は、DC 向けに安定かつ継続的

に電力を供給する大容量無停電電源装置
「UPS7500WX」を開発した。単機 UPSは、
600 kVAの UPSモジュールを 2 台組み合わ
せることで、1,200 kVAの大電力が供給可
能である。
本製品の主な特徴は次のとおりである。

⑴　業界最高レベルの 96.6%の電力変換効
率
⑵　 常 時 商 用 給 電 方 式（HE モ ー ド：
High Effi ciency mode）を選択した場合、
98.4%の高効率

⑶　UPSモジュールの構造を最適化し、業
界最小レベルの設置面積を実現

大容量無停電電源装置
「UPS7500WX」
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国立研究開発法人 新エネルギー・産業技
術総合開発機構（NEDO）の水素社会構築
技術開発事業の一環として、東芝エネルギー
システム株式会社から旭化成エンジニアリン
グ株式会社が世界最大級の 10MW級大型水
電解装置を受注し、そのうち電源装置の設計
製作を富士電機が請け負った。本装置は再生
可能エネルギーである太陽光発電による電力
を利用して水電解を行い、水素を製造する。
福島水素エネルギー研究フィールド（福島県
浪江町）に設置され、2020 年 3月に稼働を
開始した。
主な特徴は次のとおりである。

⑴　定格一次容量 15.244MVAの整流器用
変圧器と定格直流電力 12MWの整流器で
構成される。
⑵　十二相整流とすることで高調波障害を低
減した。

世界最大級の水素製造装置用電源装置
の納入

富士電機は、バイオマス発電向け設備で
カーボンニュートラル社会の実現に向けて
貢献している。住友重機械工業株式会社経
由で中部電力株式会社四日市バイオマス発
電所（49MW）、および日揮株式会社経由で
ENEOSバイオマスパワー合同会社室蘭バイ
オマス発電所（74.9MW）の蒸気タービン・
発電機設備を納入し、それぞれ 2020 年 5
月に営業運転を開始した。いずれも、再生可
能エネルギーである木質バイオマス（パーム
椰子殻や木質ペレット）を利用している。
今回の実績を生かし、富士電機が得意とす

る高い信頼性と高い効率を持った類似容量帯
（50～112MW）の蒸気タービンと発電機設
備を使ったバイオマス発電の普及を図る。

四日市バイオマス発電所および
室蘭バイオマス発電所の営業運転開始
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雪印メグミルク株式会社では生産性の向
上と品質の安定化を狙い、バター製造プラ
ントを新設した。このプラントには、優れ
た視認性と操作性、ネットワーク・データ
ベースの冗長化による高い信頼性を実現す
る「MICREX-VieW XX（ダブルエックス）」
と、オプションとして新たに開発したプラン
トデータレコーダ「XDR」が採用された。
主な特徴は次のとおりである。

⑴　タグ付けして記録した全ての監視データ
から、再現した不具合発生時のプラント状
態を基に原因解析を行い、安定操業を支援
する。
⑵　多品種生産における安定品質の実現を支
援する。

⑶　過去の事象やベテラン作業者の運転デー
タを再現して作業者教育に活用できる。

雪印メグミルク株式会社 バター製造
プラント向け計測制御システム

衛星通信

富士電機クラウドサーバ 船主・管理会社

運転情報
（SOX、排水値 *1 など）

故障情報、CBM*2 情報

EGCSの
稼働データ

海　上 陸　上

＊1  排水値：濁度、pH値など
＊2  Condition Based Maintenance：状態基準保全

○運用状態遠隔監視
○稼働データの閲覧
○故障予兆診断に基
づくメンテナンス
通知

○トラブル発生時、
一次ガイダンスを
自動受信

富士電機は、船舶向けの排ガス浄化システ
ム（EGCS）を 2018 年に発売した。船舶で
は頻繁に船員が交代するため、EGCSの操作
やメンテナンスに関わる技術の浸透に時間が
かかっていた。そのため、陸上からの遠隔監
視サポートの要望が高かった。
そこで、2021 年 1月から衛星通信を使っ
た船舶 IoTシステムの運用を開始した。こ
れにより、逐次、船舶と陸上（富士電機の担
当者やユーザー）の間で情報の共有が可能と
なった。
本システムの特徴は次のとおりである。

⑴　陸上で EGCSの運転状況の監視や故障
個所の把握ができ、安定稼働とトラブルの
早期修復を支援

⑵　運用・管理の効率化（設備保全費の低
減）
今後は、EGCS 以外の機器の監視にも適用
していく。

船舶 IoT システム
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「SPH5000M」（コントローラ構成例）

複数のセンサやアクチュエータを使って制
御する包装機や印刷機などでは、シーケンス
制御の他に、多軸モーション制御による生産
性や品質の向上、保守の容易さが要求される。
この要求に応え、「SPH5000M」を発売した。
主な特徴は次のとおりである。

⑴　従来に比べて演算処理能力を高め、同一
制御周期で同期できるサーボモータ数を倍
増した。

⑵　マルチコアマイコンを新規に採用し、2
系統の PLCアプリケーションを並列に動
作させ、シーケンス制御機能の高度化と、
高速・高精度のモーション制御を実現した。
⑶　最大 3台まで制御周期を同期して動作
でき、必要な機能・性能に合わせてコント
ローラの最適な構成が可能である。また、
PLC内に電池不要のメモリを採用した。

MICREX-SX シリーズ
「SPH5000M」

負　荷

210 V

50 kW
PCS

500 V

負　荷

210 V

21 kW
PCS

従　来今　回

日本国内の太陽光発電は、工場などの自
家消費向けに導入が進んでいる。従来の
50 kWストリング形パワーコンディショナ
（PCS）は、太陽電池が発電した直流電力を、
交流に変換し、専用の変圧器を介して 6.6 kV
の電力系統に接続する必要があった。低圧
系統に直接連系できる 10 kW程度の小容量
の PCSは、変圧器のスペースや費用が節約
できる。さらなる導入コストを低減したい
という要望に応えるため、低圧系統（三相
AC210V）に接続できる PCS（21 kW）を
開発した。
この PCSは、変圧器のスペースや費用が
節約できるだけでなく、10 kWの PCSより
も約 2倍の容量があり、必要台数が減り工
事費用も削減できる。さらに、停電時の自立
運転（3 kVA）によって非常時にも電力供給
が継続できる。

国内向け太陽光発電用ストリング形
PCSの系列拡充
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近年、脱炭素社会の実現に向けパワーエレ
クトロニクス（パワエレ）機器の電力変換効
率のさらなる向上が求められている。この要
求に対応するためには、パワエレ機器に搭載
されるパワー半導体の低損失化が必要であり、
大幅な低損失化を可能とする次世代デバイス
として SiCが注目されている。
富士電機は、Si-IGBTのパッケージと互
換性を持ち、第 2世代トレンチゲート SiC-

MOSFET を 搭 載 し た All-SiC 2 in1 モ
ジュール（1,200V、1,700V）を開発した。
SiC-MOSFETの高速なターンオフ特性を生
かすため、内部インダクタンスを抑えてサー
ジ電圧を抑制した。スイッチング損失が大
幅に低減し、同一定格の Si-IGBTと同じス
イッチング速度条件で、5 倍のキャリア周波
数で 1.5 倍の電流が出力でき、インバータに
よる高効率で円滑なモータ制御が可能になる。

第 2世代トレンチゲート
SiC-MOSFET 搭載All-SiC モジュール
「62 ｍｍ STD 2 in1」

43.0

（単位：mm）

26.0

4.0

富士電機は、三相インバータブリッジ回
路、制御回路と保護回路を一つのパッケージ
に内蔵した車載エアコン用 IPMを開発した。
本製品に内蔵した IGBTと FWDは、第 7世
代「Xシリーズ」のチップ技術をベースにさ
らに最適化し、標準品に対してトータル損失
を維持しつつ、ノイズ性能を改善した。さ
らに、車載用電子部品の信頼性規格である
AEC-Q101 相当に準拠している。また、ね
じ締結部は、十分な強度を確保しつつ切欠き
構造とすることで、自動実装に対応している。
主な特徴は次のとおりである。

⑴　定格電圧/定格電流：600Ⅴ/30A
⑵　HVIC 内蔵によりマイコンから直接駆動
が可能

⑶　保護機能：過電流、低電圧、リニア温度
出力、アラーム出力

車載エアコン用 IPM
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②スマートフォンで
QRコードの読取り

③商品選択

商品情報

取出口

④決済

①アプリケーション
　起動

⑤商品の取出し
（取出口は既存機
にも取付可能）

新型コロナウイルスなどへの感染予防の観
点から、自動販売機に手を触れずに商品が購
入できる新開発の通信端末を搭載した「完全
非接触自動販売機」を開発した。
⑴　スマートフォンのアプリケーションを
使って自動販売機に掲示されたQRコード
から固有情報を読取り可能
⑵　QRコードと Bluetoothを利用した機
器認証技術によりセキュリティを確保
⑶　自動販売機の固有情報を基にサーバから
取得した商品情報の中から商品を選択可能
⑷　決済サービスを介してキャッシュレスで
支払い可能

⑸　商品購入に連動して自動で開閉する外開
きの商品取出口から商品を取出し可能
⑹　取出口は既設機にも取付け可能

手を触れずに商品購入が可能な
「完全非接触自動販売機」

近年の労働力の減少や作業スキルの低下が
懸念される中、富士電機は、配線工数を削減
し、同時に盤の品質と信頼性を高める器具製
品の普及を推進してきた。普及をさらに加速
するため、盤の主回路母線に差し込むだけ
で接続ができる、母線プラグイン形の 50AF
小型遮断器を開発し、ラインアップに加えた。
主な特徴は次のとおりである。

⑴　主回路母線ピッチを従来の 70mmから
30mmに、遮断器（3 極品）の幅寸法を
75mmから 54mmに縮小、小型化した。

⑵　母線は JIS 標準ブスバーの使用を可能と
し、従来の銀またはすずめっき品に加え、
顧客ニーズに応えてニッケルめっき品も使
用可能にした。

⑶　各国の規格認証を取得し、グローバル対
応に貢献する。

母線プラグイン形配線用遮断器と
漏電遮断器のラインアップ拡充
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時間０sで電源脱落発生

電流制御形2

電圧制御形1

従来制御

電流制御形1

電圧制御形1 電流制御形1 電流制御形2 従来制御

電源脱落時の系統周波数変動シミュレーションの例

再生可能エネルギー（再エネ）が大量導入
された電力系統において送電事故などが原因
となって系統周波数に大きな変動が生じると、
大規模な停電事故に繋がることが懸念される。
疑似慣性によって周波数を安定化する PCS
制御アルゴリズムを候補として複数選び、モ
デリングとシミュレーションを行った。
再エネ導入率の低い系統に適している電流

制御形では、従来の太陽光 PCSなどに容易
に搭載可能なアルゴリズムを見いだした。将
来の再エネの大量導入時に必要となる火力発
電などの同期発電機と同等の系統安定化特性
を持つ電圧制御形のものは、アルゴリズムの
候補として有効であることを確認した。
なお、この成果は、国立研究開発法人 新

エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
からの委託業務“再生可能エネルギーの大量
導入に向けた次世代電力ネットワーク安定化
技術開発”において得られたものである。

疑似慣性制御技術－系統周波数の変動
抑制への適用

INFO

経験の少ない作業者
がテキストを読み出
して参照

テキスト
データベース

スマートフォン・
タブレット

熟練作業者の
ノウハウをテキスト化

現場作業者 現場作業者

AI によるテキスト認識ARによる支援技術

設備
（実像）

作業指示を
可視化

保守支援技術の例

富士電機は、DX（デジタルトランスフォー
メーション）関連技術を活用し、設備の保
守・保全業務や現場の熟練者の技能伝承を支
援するため、拡張現実（AR：Augmented 
Reality）と、AIによるテキスト認識技術に
よる保守支援技術を開発した。
⑴　ARによる支援技術：仮想物体を用いて
オペレーター（支援者）からの作業指示を、
現場の空間や設備にリアルタイムに重畳し
て可視化し、支援者と現場作業者の間の意
思疎通を円滑に行う。

⑵　AIテキスト認識：熟練作業者のノウハ
ウをテキスト化して分類し、技能データ
として蓄積する。経験の少ない作業者は、
データを読み出して、現場で参照できる。

これらの技術により、作業の効率化や設備
保全の高度化に取り組む。

拡張現実（AR）とAI を用いた
保守支援技術の高度化
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沸騰伝熱面

10
m
m

（b）従来の純水沸騰（a）沸騰気泡スケール制御技術の適用

変電機器をはじめとしたパワーエレクトニ
クス（パワエレ）分野で進む実装の高密度化
に対応する高い冷却性能が求められている。
そこで、冷却装置のさらなる高性能化を図る
ため、次の二つを組み合わせた沸騰気泡のサ
イズ（スケール）を制御する新たな技術を開
発した。
⑴　純水に界面活性剤を添加して表面張力を
低減した沸騰媒体
⑵　沸騰気泡の面方向の成長・合体を阻害す
る表面形状を持つ沸騰伝熱面
この技術により、従来の純水沸騰と比較し

て、約 2.5 倍の沸騰伝熱性能が得られること
を確認した。今後は、この技術を使ってパワ
エレ製品の小型・高性能化を図っていく。

気泡スケールを制御する
新しい沸騰促進技術
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